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�り�された�どもたちが

前向きに⽣きられる��

を⽬指します。

PLASのビジョン



現地の�たちが立ち上げた団体が
�たちのパートナーです。
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いま⽀援している⼈たち
HIV陽性シングルマザーと⼦どもたちが中⼼。
現地のニーズとPLASの特性を⽣かせる現場へ⽀
援の輪を広げていく。

HIV陽性で不安定な体調 ⾃給⾃⾜に近い暮らし

栄養価の⾼い⾷事が摂れな
い経済的に困窮し⼩学校を中退



→栄��� →現金��

知識・技�を得る

プロジェクト⽬的

在来野菜を��して��できる

�事がとれる

→HIV�療薬を�める
⾃�消� �剰�の�売

→���
→⽣活必需品



プロジェクト��

①����帯が研�で在

来野菜を�えているかを

��する。

②�料消�スコアを元

に栄�状�の��を�

�する。

�業⾏政�によるモニタリングレポート

事業事前事����査

指標

⽬標

測���

指標 01 指標 02

HIV陽性者の�々が、栄�価のある野菜を��して��できる知識や技�を�に付ける



1-1. �業の基�的知識の研�を��
1-2. �業の基�的な技�の研�を��
1-3. �業⾏政�による�回指�を��

2-1. ��を配布 
2-2. �タンクを購�し、��
2-3. グループで�業を��
2-4. ��した野菜の�剰�を�売

現地の⼟�・��に�した

�業技�の�得
グループ�業の��

プロジェクトの活動

01 02



3-1. 栄�研�を��
3-2. ���問を�して、��の栄�状況を��
3-3. �型コロナウイルス�染�に�うロックダウンにより、�糧が�保できず栄
�不⾜になっている��へ�糧を提供

3-4. HIV陽性者の�型コロナウイルス�染��染予�のためのに⼿洗い場を��
（※3-3, 3-4は���更により活動を��）

HIV陽性者とその��の栄���

プロジェクトの活動
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5-1. ベースライン�査を��
5-2. エンドライン�査を��
5-3. 事業�価ミーティングを��

4-1. グループ��を��

事業の�果を�価��的な��

プロジェクトの活動
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現地の気�と⽣活体�に�わせた��

⾬��前�は⾬�のはじめに��

�作業の��にならない

�期は�燥に�い在来葉物野菜を��

活動1 | 現地の⼟�・��に�した�業技�の�得 【�成】 

内�

�え付け�苗�の作り�、種の撒き�

�������、種の�り�け�

�売�マーケティング⼿� �場�査

持�性向上のための⼯夫 
�肥、�よけ、マルチシートは�

の回りのもので作成

活動の�果・レビュー



活動2 | グループ�業の�� 【�成】
グループ�業を⾃立して�持

�タンクを��＋グループ�業��

↓
��内で⾃�⽤野菜を消�した受�者の���

50％から93.8％に向上
 

��ごとの平���：

270%��
 

↓
ロックダウン中の�糧�保にも貢�

活動の�果・レビュー



活動3 | HIV陽性者とその��の栄���
【�成】
�料消�スコアか

らも��がわかる【���援】�糧と�染予��策⽤品を配布 
ポショの粉、⽶、�、��、粉ミルク、�⽤油など

栄�研�

内�

三⼤栄��

バランスのよい�事

��児と�どもの栄� など

現地のヘルスオフィサーと協働で��

��へのモニタリング�問

受�者と��の栄�状�をチェック、アドバイス

（現地でよく�べられていて�期保�が可�な�糧 ）

→受�者からヘルスオフィサーに相�や�問をする��に

活動の�果・レビュー



活動4 | ��的な�� 【�成】
グループ��を��している

2021年６⽉ロックダウン時

2022年8⽉��の��期の��
（＝�筆、ペン、ノート）

  不�布マスクを購�

グループ����中。

1カ⽉に2回2000シル
（78円）ずつ��

2023年3⽉時点

活動の�果・レビュー



活動5 | 事業の�果を�価する
【�成】
⽬標指標に⼤幅な��が⾒られ

た

ベースライン�査

エンドライン�査

事業�価ミーティング 

ベースライン�査とエンドライン

�査の����

���み

↓

活動の�果・レビュー



活動5 | �価
在来種野菜の����

ベースライン・エンドラインの�����果

�事回�の��

（⼀�抜粋）



活動5 | �価

���の��い状況��

ベースライン・エンドラインの�����果

栄�摂�状�・
�料消�スコアの��



プロジェクト⽬標

「HIV陽性者の�々が栄�価のある野
菜を��して��する知識や技�を�

得する」を�成できた

2020年4⽉から2023年3⽉の3年間で
グループ�業とグループ��、在来野菜の⾃�消�

が可�になり、�料消�スコアが1.2�に向上

�料消�スコア向上

��

3年間で��を踏んで�援の�金�を
減らした⼀�、モニタリングと研�に

よるモチベーション�持を��したこ

とで、⾃立までの�⾛�援ができた

�型コロナウイルスに�する���援、�

タンク��、��配布、�地代と種代�援

グループ��の�度��

�地代と種代�援のみ

2020年（�年度）

2022年 �業・栄�研�とモニタリング

による�⾛�援のみ

��的な⾃立への�援

2021年



例）

研�内�はカユンガの

スタッフや現地のオフ

ィサーと協働で��

例）

研�で�った知識や技

�を��し、「でき

る」を��

例）

価�が��した�は腹

持ちの良い作物に受�

者が⾃�の��で�更

⇒現地に�わせた
プロジェクト��

⇒モチベーション�持
⇒⾃立への
 ステップアップ

LESSONS LEARNT

現地とともに

「つくる�援」

⼩さな成功体�

の�積

受�者の主体性尊

重



「SHINE2（当事業）の前に��したSHINE1のグ
ループも、�もグループ�業とグループ��を�
�している。グループとしてまとまるというのは
とても�いと�じている。SHINE2（当事業）もそ
うできるとよいと思う。」（カユンガ代�）

「�はどのように野菜を�てる

かを�んだ。他のみんなも�ん

だ。�んだからには、�はみん

なと畑で（野菜・�物を）�て

�けるだろう。」（受�者）

3年前に�了したグループが
現在も活動を��している

前例

現在の受�者グループ

の活動���思

2022年3⽉（3回の�業期）
�地代と種代の�援なく

グループ�業と��を��

�援�了�の⾃立発�性・持�可�性に�く期待

��の��

プロジェクトの成果



ご�問



ご��ありがとうございました�


